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This report includes the dacriptions of one species of marineCyanophyceae 
and four species of marine Rnodophyceae from the northeastem Honshu， Japan. 
They are as folIows; 
Riuularia nitidαAG. 

Hab. Hukaura (Aomori Pref.). 

Nemastomαlancifol'ぬ OKAM.

Hab. Wakinosawa (Iwate Pref.). 
τ'he developmenta1 process of the cystocarp of the pre艶 ntspecies was 

traced. It agrees with “Plaωma-type" undoubtedly. 
B初 gha隅 istlacal1fornica SETCH. et DA WSON 

Hab. Shiriyazaki (Aomori Pref.). 
Call'必hα骨~nioπ fuγcellaγ似e J. AG. 

Hab. Oma-Bentenjima (Aomori Pref.). 
New to Japan. 

Acr080γiu明 polyneuru悦 OKAM.

Hab. Oma-Bentenjima， Shimofuro， Shiriyazaki. S釦 le(Aomori Pref.); Yagi， 

Nak叩 o，Os姐 ai，Hudai， Wakinωawa (Iwate Pref.); Matsushima Bay (Mi-
yagi Pref.). 

碩学と新進， 2人の藻類学者の死去

Kathleen M. DREW女史が永眠された。過ぐる 9月 14日の乙とである。故女史は

1901年 11月6日生れであるから満66才になる。働きざかりに突然の逝去が惜しまれてな
ら肉。

故女史;まマンチェス ター大学教授 Wright BAKER博士の夫人であり，海穫を主とし

た細胞学的研究や生活史11:関する数多くの研究は余りにも有名である。伝え聞く所によれ

ば，本年春から夏にかけての北欧諸国への旅行後，著書執筆中突然に発病され，数日後忽

然として逝去された由である。英国務類学会の会長の重責を果たし国際学会のシンポジウ

ムの議長もっとめられた由であるから，その人閥的の輔の広きが感じられる。 Spermo・
thamnionや Rhodochortonの核学的研究の女性らしいデリカシーに満ちた論文や晩年の

生活史11:関する深い考えが想起きれる。痛惜極りない次第です。

次には1日間11:腐すかも知れませんが，奇しくも DREW女史の夫君からの手紙の到着

と閑日 11:，独逸 Giesen市の derJustus Liebig大学の植物学教室主任教授 D.von 
DENFFER博士から.F. BUHNEMANN博士の言ト報がもたらされた。 BUHNEMANN民は昨

年1966年の2月 28日11:物放された由である。逝去後も論文を諸雑誌上11:見ていたので，

同縛土が庇IL故人であった ζ とを全々知らなかった。同博士が学位を取得されたのは 1954

年であり，故人は DENFFER教授の下で専ら淡水産緑藻サヤ Eドロ属を材料!L生殖細胞形

成のリズム其他の生般学的に詳しい研究を続け，学位も勿論それに関したものである。伝

え聞けば，全く予期11:反し，突然に死去された白である。新進気鋭の英才を失った乙とは
惜しみても余りがある。

新進気鋭の士と碩学の権威との2人の藻類学者の死を悼み謹んで報告します。

l神戸大学理学部生物学教室広瀬弘幸)
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